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中田市長の突然の辞職について

日本共産党横浜市会議員団

団 長 大 貫 憲 夫

本日、中田宏横浜市長は記者発表し、市議会議長に辞表を提出したことを明らかにしました。今回の

突然の辞職は、任期の途中で職務を放棄するものであり、４年間の任期を全うすることを基本とする議

会制民主主義の立場からも許されるものではありません。

市長は、開国博Ｙ150の区切りがついたとことを辞職の理由のひとつにあげています。しかし、同イ

ベント会場の有料入場者が7月21日の段階で目標数の12.3％ときわめて不振であり、その対策が求めら

れているにもかかわらず、辞任することは、その責任を放棄したことであり無責任きわまりないのです。

８月は来年度の予算編成方針を決定する重要な時期です。また、先日発表された決算概要では、今年

度の市税収入が当初見込みより215億円不足すると伝えられています。未曾有の経済危機の中、横浜市

政の運営の重大な舵取りが必要なときに、財政再建などにめどがついたとして辞任することは、市政を

投げ出す以外のなにものでもありません。

さらに、今回の突然の辞任よる急な市長選挙は、有権者にとって市長候補者の政策や人柄を知る機会が

保障されません。

今後、中田市長は、今秋設立予定の政治団体を核に、国政復帰を模索するとしています。まさに、今

回の辞任劇は、自らの政治的野望実現のために横浜市政を踏み台にして、市長職を国政での活動のキャ

リアとして利用したものといわざるを得ず、市長の横浜市政に対する本音を露呈させたものです。

日本共産党横浜市会議員団は、これまでの７年間の行政改革の名のもとに市民サービスを切り刻み、

またコスト最優先の行政の民営化を強行し、横浜市政をずたずたにしてきた中田市政に正面から対決し

てきました。日本共産党横浜市議団は、今回の市長辞任を市政を転換するチャンスとして受け止め、最

良の市長候補を擁立し、市民に市政を取り戻すため、全力を尽くします。

28日、中田宏横浜市長は８か月の任期を残して市議会議長に辞表を提出しましたが、このこと

に対して日本共産党横浜市議団は以下のような声明を発表しました。

中学校の教科書採択が、８月４日の教育委

員会で行われる予定です。「新しい歴史教科

書をつくる会」の危険な教科書が採択される

かどうかの会議です。

４年前は、傍聴希望者が多数だったため、、

抽選にもれた人は教育文化センターのホール

で音声のみの傍聴ができました。今年も同様

になる見込みです(31日に詳細判明）。

詳しくは、横浜市教育委員会総務課

（045-671-3240）にお問い合わせください。

また、教育委員会ＨＰにも公表されます。

「子どもと教科書を考える横浜市民の会」

は、当日９時半に教育文化センター１階に集

合するよう呼びかけています。

多くの皆さんで傍聴し、「つくる会」の教科
書を採択させないアピールを強めましょう！

８月４日(火)10時～ 教科書採択
教育委員会を傍聴しましょう！


